
Title 江戸前期の『散木奇歌集』 : 下冷泉為景による書写と校合
Sub Title On the texts of Sanbokukikashu in the Early Edo period 
Author 伊倉, 史人(Ikura, Fumito)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 2011

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.101, No.1 (2011. 12) ,p.93- 117 
JaLC DOI
Abstract
Notes 川村晃生教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-01010001-

0093

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


江
戸
前
期
の
『
散
木
奇
歌
集
』

ー
ー
下
冷
泉
為
景
に
よ
る
書
写
と
校
合
i
ー

伊
倉

史
人

は
じ
め
に
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五
O
本
を
超
え
る
源
俊
頼
の
家
集
「
散
木
奇
歌
集
』

の
現
存
伝
本
の
う
ち
、
善
本
と
さ
れ
て
い
る
の
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

(五

0

7
七
二
三
、
以
下
「
御
所
本
」
)
と
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
阿
波
園
文
庫
旧
蔵
本
(
沼
「

E
¥
冨
ロ
∞
、
関
根
慶
子
氏
旧
蔵
本
、
以
下

「
阿
波
本
」
)
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
『
私
家
集
大
成
』
の
底
本
に
、
後
者
は
校
粍
の
底
本
に
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
て
い

る
書
写
年
代
の
古
さ
、
伝
来
の
確
か
さ
か
と
い
う
点
で
は
、
藤
原
定
家
等
筆
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
群
を
抜
い
て
い
る
が
、
他
に
類

本
を
見
な
い
草
稿
本
的
な
性
格
を
有
す
る
伝
本
で
あ
り
、
御
所
本
及
び
阿
波
本
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
を
除
く
『
散
木
奇
歌
集
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
早
く
関
根
氏
に
よ
っ
て
分
類
整
理
が
行
わ
れ
、
諸
本
は
群
書



類
従
本
系
と
大
野
広
城
本
系
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
が
)
O

続
い
て
、
平
津
五
郎
氏
は
、
諸
本
を
第
一
類
j
第
四
類
に
分
類
す
る
見
解
を
示
日
)
、

現
在
で
は
同
氏
の
分
類
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

『
散
木
奇
歌
集
』
は
全
一

O
巻
か
ら
な
る
家
集
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
本
の
多
く
は
巻
九
と
巻
十
の
両
巻
を
欠
い
て
い
る
(
両
巻
を
存
す
る
伝

本
で
あ
っ
て
も
他
本
で
補
訂
し
た
伝
本
、
も
し
く
は
両
巻
を
補
訂
し
た
伝
本
の
転
写
本
で
あ
る
伝
本
が
多
い
)
。
平
津
氏
の
分
類
の
第
一
類

ー
第
一
一
一
類
の
伝
本
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
八
巻
本
系
統
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
第
四
類
は
十
巻
を
完
備
し
た
系
統
(
十
巻
本
系

統
)
で
、
同
系
統
に
属
す
る
御
所
本
、
阿
波
本
が
先
に
記
し
た
と
お
り
諸
本
中
の
善
本
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
稿
者
は
阪
本
龍
門
文
庫
に
伝
わ
る
伝
本
二
種
(
甲
本
・
乙
本
、
以
下
本
稿
で
は
あ
わ
せ
て
龍
門
文
庫
本
と
呼
ぶ
)
の
調
査

を
通
じ
、
両
本
が
い
わ
ゆ
る
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
(
現
存
せ
ず
)

の
転
写
本
で
あ
り
、
顕
昭
筆
本
や
俊
頼
自
筆
本
の
お
も
か
げ
を
も
と
ど
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め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
八
巻
本
系
統
の
特
徴
を
持
つ
伝
本
で
あ
り
な
が
ら
一

O
巻
を
備
え
た
伝
本
で
あ
っ
て
、
御
所
本
、
阿
波
本
の
対

校
本
た
り
う
る
善
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
御
所
本
と
阿
波
本
に
は
、
そ
の
祖
本
の
段
階
に
お
い
て
、
龍
門
文
庫
本
そ
の

も
の
で
は
な
い
も
の
の
同
系
統
の
伝
本
と
接
触
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

本
稿
で
は
、
八
巻
本
系
統
と
一

O
巻
本
系
統
の
両
善
本
の
「
接
触
」
に
つ
い
て
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
を
検
討
し
、
江
戸
前
期
に
お
け
る

『
散
木
奇
歌
集
』

の
伝
本
の
生
成
に
関
し
て
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み
た
い
。

龍
門
文
庫
本
は
、
俊
頼
自
筆
本
を
仁
平
四
年
(
一
一
五
四
)
に
顕
昭
が
書
写
し
た
本
に
発
し
、
宝
治
二
年
(
一
二
四
八
)
に
「
六
旬
有
徐

翁
」
、
永
仁
二
年
(
一
二
九
四
)
に
藤
原
資
経
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
、
さ
ら
に
数
次
の
書
写
を
経
た
伝
本
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
者
前



稿
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
岡
本
が
資
経
本
私
家
集
の
『
散
木
奇
歌
集
』

の
転
写
本
で
あ
る
と
い
う
点
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

資
経
本
私
家
集
と
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
伝
わ
る
、
二
条
家
の
右
筆
と
目
さ
れ
る
藤
原
資
経
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
平
安
、
鎌
倉
の

私
家
集
群
の
こ
と
で
あ
る
。
三
人
集
三
九
帖
が
同
文
庫
に
は
伝
わ
泌
が
、
う
ち
二
六
帖
に
奥
書
あ
り
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
「
重
之
集
』

の
正
応
五
年
(
一
三
九
二
)
が
最
も
早
く
、
『
恵
慶
集
』

の
永
仁
四
年
(
一
二
九
六
)
が
最
晩
年
の
書
写
と
な
る
。

龍
門
文
庫
本
は
甲
本
が
江
戸
初
期
、
乙
本
が
江
戸
前
期
の
写
本
で
あ
っ
て
資
経
本
原
本
で
は
な
い
が
、
巻
六
、
巻
八
の
末
に
そ
れ
ぞ
れ

「
第
三
巻
表
紙
云
/
永
仁
二
十
一
十
四
書
了

(
一
二
九
四
)

資
経
(
花
押
)
」
、
「
第
四
巻
表
紙
云
/
永
仁
二
十
一
廿
書
了

の
書
写
奥
書
が
模
写
さ
れ
て
い
て
、
資
経
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

資
経
(
花
押
)
」
と
永
仁
二
年

ま
た
、
資
経
本
私
家
集
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、

1 

料
紙
に
布
目
地
の
色
紙
を
用
い
る
。
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2 

毎
半
葉
一

O
行
書
き
で
、
和
歌
は
二
行
書
き
に
す
る
。

3 

集
付
が
見
ら
れ
る
。

4 

歌
頭
に
「
ご
と
書
い
た
よ
う
な
墨
線
(
合
点
欺
)
を
歌
頭
に
付
す
。

5 

作
者
勘
物
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

と
い
う
5
点
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
龍
門
文
庫
本
で
は
1
、
2
の
特
徴
は
転
写
本
で
あ
る
た
め
保
存
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

3

1
5
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
龍
門
文
庫
本
で
確
認
し
て
お
き
た
い
点
が
も
う
一
つ
あ
る
。
岡
本
の
分
冊
の
状
況
と
奥
書
の
位
置
を
次
に
示
す
。



口
上
冊
(
一

1
六
八
四
)

散
木
奇
謂
集
第
一

散
木
奇
詩
集
第
二

〔
半
丁
白
紙
〕

散
木
奇
詩
集
第
三

散
木
奇
謂
集
第
四

春
部
夏
部

秋
部

口
中
冊
(
六
八
五
j

一
二
四
二
)

冬
寄

散
木
奇
詩
集
巻
第
五

散
木
奇
寄
集
第
六

〔
永
仁
二
年
資
経
奥
書
〕

散
木
奇
寄
集
第
七

散
木
奇
寄
集
第
八

〔
永
仁
二
年
資
経
奥
書
〕

一
月
/
二
月
/
三
月
:
:
:
:
:
:
第
一
冊

四
月
/
五
月
/
六
月

七
月
/
八
月
/
九
月
j
i
-
-
:
:
第
二
冊

十
月
/
十
一
月
/
十
二
月

祝
部
/
別
離
/
旅
宿
・•••••••••• 

・・・・・・・・・・第三冊

悲
歎
部
/
神
祇
/
釈
教
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恋
部
下

恋
部
上

第
四
冊

口
下
冊
(
一
二
四
三

1
二
ハ
一
二
乙

-
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
:
第
五
冊

散
木
奇
詩
集
第
九

散
木
奇
寄
集
第
十

〔
仁
平
四
年
顕
昭
奥
書
〕 雑

部
上

雑
寄
下

長
歌
/
旋
頭
寄
/
混
本
寄
/
折
句
寄
/
沓
冠
折
句
寄
/
隠
題
/
連
寄



〔
宝
治
二
年
「
六
句
有
徐
翁
」
奥
書
〕

〔
作
者
勘
物
〕

龍
門
文
庫
本
は
右
の
と
お
り
三
冊
本
で
あ
る
が
、
白
紙
の
位
置
、
そ
し
て
資
経
の
奥
書
の
位
置
か
ら
、
資
経
本
は
五
冊
本
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
散
木
奇
歌
集
』
の
現
存
伝
本
中
で
は
五
冊
本
の
形
態
を
取
る
も
の
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
岸
本
由
豆
流
旧
蔵
本
の
み
で

あ
日
、
珍
し
い
分
冊
形
態
と
言
え
る
。
宝
治
二
年
の
「
六
旬
有
館
街
」
に
よ
る
奥
書
に
は
、
顕
昭
本
は
「
片
仮
名
横
切
一
帖
厚
讐
帯
」
で
読

み
に
く
い
た
め
三
冊
に
分
け
て
書
写
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
資
経
が
書
写
し
た
段
階
で
五
冊
本
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
後

の
考
察
に
関
わ
っ
て
く
る
。

な
お
、
龍
門
文
庫
本
は
恋
上
に
八

O
首
(
一

O
O
四
番
歌
j
一

O
八
三
番
歌
)

の
欠
脱
が
あ
り
、
そ
れ
が
資
経
本
に
お
い
て
す
で
に
見
ら

-97-

れ
る
欠
脱
だ
と
す
る
と
、
四
冊
目
の
分
量
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
、
欠
脱
が
生
じ
た
の
は
資
経
本
が
転
写
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
、

龍
門
文
庫
本
も
し
く
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
に
三
冊
と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

現
在
善
本
と
さ
れ
て
い
る
御
所
本
と
阿
波
本
は
外
形
的
に
も
、
本
文
的
に
も
親
近
性
が
あ
り
、
近
し
い
と
こ
ろ
に
共
通
す
る
祖
本
を
持
つ

こ
と
が
、
関
根
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
平
淳
氏
も
追
認
し
て
い
る
。
両
氏
の
挙
げ
た
両
者
の
共
通
点
は
次
の

7
点
に
整
理
で
き
よ
う
。

ア

外
形



《
法
量
》

御
所
本

阿
波
本

縦
二
八
・

O
糎
、
横
二

0
・
三
糎

縦
二
七
・
五
糎
、
横
二

0
・0
糎

イ
《
題
築
》
金
泥
竜
文
文
様
で
共
通
(
地
色
は
御
所
本
が
赤
地
、
阿
波
本
は
薄
青
色
地
で
異
な
る
)

冊
数
及
び
分
冊
状
況

す
る
。

上
下
二
冊
本
で
、
上
冊
を
第
一
春
部
か
ら
第
六
ま
で
、
下
冊
を
第
七
か
ら
第
十
ま
で
と
す
る
。
ま
た
『
基
俊
集
』
(
内
題
ナ
シ
)
を
合
写

集
付
と
「
こ
と
い
う
合
点

ウ
《
集
付
》

《
ム
口
占
。

コ二

御
所
本

阿
波
本

御
所
本

阿
波
本

墨
付
丁
数御
所
本

阿
波
本

上
冊

七
三
箇
所

下
冊

上
冊

七
六
箇
所

下
冊

上
冊

五
箇
所

下
冊

上
冊

三
六
箇
所

下
冊

二
四
箇
所

二
四
箇
所

八
箇
所

八
箇
所

上
冊

九
五
丁
表
ま
で

九
四
丁
表
ま
で
(
欠
脱
一
丁
分
)

上
冊

オ

独
自
異
文
を
共
有
す
る
(
正
誤
い
ず
れ
も
)
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下
冊

六
六
丁
表
ま
で

下
冊

六
六
丁
表
ま
で

毎
半
葉
二
二
行
で
改
丁
箇
所
(
半
葉
ご
と
の
書
写
本
文
)
が
一
致
す
る
割
合
が
高
い
。

カ

漢
字
・
仮
名
の
使
い
分
け
、
送
り
仮
名
の
有
無
、
仮
名
遣
い
が
概
ね
一
致
す
る
。

キ



こ
れ
ら
の
共
通
点
の
う
ち
、

ア
の
法
量
に
関
し
て
は
大
本
の
書
形
の
標
準
的
な
寸
法
で
あ
り
、
ま
た
題
築
の
文
様
に
つ
い
て
も
特
に
珍
し

い
も
の
で
は
な
い
の
で
、
取
り
立
て
て
共
通
点
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

エ
の
墨
付
丁
数
に
つ
い
て
は
、
御
所
本
の
上
冊
に
は
一
丁
分
、
歌
数
に
し
て
八
首
ほ
ど
の
脱
落
が
あ
る
が
、
丁
の
表
と
裏
の
間
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
御
所
本
の
落
丁
で
は
な
く
、
室
田
写
時
の
め
く
り
飛
ば
し
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
共
通
す
る
独
自
異
文
(
オ
)
に
つ
い
て
は
、
平
淳
氏
が
、
御
所
本
を
底
本
と
す
る
「
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
の
「
校
訂
表
」
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
校
訂
箇
所
、
す
な
わ
ち
本
文
の
誤
謬
箇
所
を
阿
波
本
と
比
較
し
た
結
果
、
二
五
例
の
独
自
異
文
の
う
ち
一
二
例
が
一
致
し
、

偶
然
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

ウ
の
御
所
本
と
阿
波
本
に
付
さ
れ
た
集
付
と
合
点
に
つ
い
て
は
、
両
本
の
祖
本
の
段
階
で
資
経
本
系
統
の
『
散
木
奇
歌
集
』
か
ら
移
写
さ

-99-

ヵ
、
キ
に
つ
い
て
の
詳
述
は
避
け
る
が
、
例
え
ば
両
本
の
影
印
を
並
べ
て
見
る
と
、
直
ち
に
気
が
つ
く
点
で
あ
る
。

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
稿
者
前
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
後
ほ
ど
取
り
上
げ
た
い
。

さ
て
、
最
後
に
イ
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
上
下
二
冊
本
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
存
す
る
『
散
木
奇
歌
集
』

の
伝
本
の
う
ち
、
二

冊
本
の
形
態
は
比
較
的
珍
し
く
、
十
巻
本
系
統
で
は
他
に
慶
慮
義
塾
図
書
館
蔵
〔
萩
原
宗
固
〕
筆
本
の
み
で
あ
る
。
そ
の
上
、
『
基
俊
集
』
を

合
写
す
る
伝
本
と
な
る
と
御
所
本
と
阿
波
本
以
外
に
は
存
在
が
確
認
で
き
な
い
。

こ
の
「
基
俊
集
』

の
合
写
に
関
し
て
も
既
に
関
根
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
詳
細
は
次
節
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
関
根
氏
の
見
解
を
概
略
説
明

す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
『
基
俊
集
』

の
伝
本
中
に
は
「
藤
語
玄
」
な
る
人
物
に
よ
る
奥
書
が
あ
り
、
そ
の
奥
書
よ
り
「
藤
語
玄
」
が
『
散
木
奇

歌
集
』
と
『
基
俊
集
』

の
両
本
を
合
写
し
奥
書
を
加
え
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
「
藤
語
玄
」
の
奥
書
が
落
ち
た
写
本
が
作



成
さ
れ
、
御
所
本
や
阿
波
本
の
よ
う
な
伝
本
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。

『
基
俊
集
』
の
伝
本
は
、
滝
沢
貞
夫
氏
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
自
撰
本
系
統
、
他
撰
本
系
統
、
中
古
六
歌
仙
本
に
整
理
さ
れ
て
い
針
。

自
撰
本
系
統

(
1
)
散
木
奇
歌
集
合
綴
本
系

(
2
)
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
九
一
・
七
四
三
)
系
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(
3
)
群
書
類
従
系

(
4
)
榊
原
家
本
系

他
撰
本
系
統

中
古
六
歌
仙
本

綴
本
系
と
い
う
の
が
、
御
所
本
及
び
阿
波
本
に
付
載
さ
れ
た
『
基
俊
集
』

本
稿
に
関
わ
る
の
は
、
自
撰
本
系
統
の
伝
本
の
み
で
あ
る
が
、
同
系
統
は
さ
ら
に
四
類
に
別
つ
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)
散
木
奇
歌
集
合

の
こ
と
旬
、
自
撰
本
系
統
の
最
初
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

(
2
)
書
陵
部
蔵
御
所
本
は

(
1
)
の
末
尾
に
中
古
六
歌
仙
所
収
歌
二
八
首
(
七
番
歌
を
除
く
)
を
そ
の
ま
ま
付
載
し
た
系
統
で
あ
る
。

(
3
)

群
書
類
従
系
は

(
1
)
の
末
に
中
古
六
歌
仙
所
収
歌
を
追
補
す
る
際
に
、

(
1
)
と
重
複
し
な
い
特
有
歌
一
四
首
の
み
を
「
追
出
考
」
と
し
て



付
載
し
た
伝
本
群
で
あ
る
。
ま
た

(
4
)
榊
原
家
本
系
は

(
3
)
に
さ
ら
に
勅
撰
集
入
集
歌
を
追
加
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
自
撰
本
系
統
の
内
、

(
2
)
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
九
一
・
七
四
三
)
系
で
は
岡
本
の
他
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
谷
森
本
(
谷
・

三
二
五
)
、
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本

(
C
党
)
、
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
(
一
三
五
・
四
二
)
、
上
賀
茂

神
社
三
手
文
庫
蔵
本
(
歌
・
甲
・
二
三
八
、
今
井
似
閑
本
)
、
山
口
県
立
図
書
館
蔵
本
(
一

O
五
、
今
井
似
閑
本
転
写
)
に
、

(
4
)
榊
原
家

本
系
で
は
岡
本
と
河
野
記
念
館
蔵
本
(
三
四
六
・
八
三
六
)
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
(
一
五
五
・
九

O
)
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
(
ヨ
ご
い
N
¥

明
。
∞
小
)
、
慶
一
腹
義
塾
図
書
館
蔵
本

(
H
F
U

〉ニ
cuhF)

に
次
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
九
一
・
七
四
三
)
の

奥
書
を
引
用
す
る
。

仙
洞
新葱
本散
謄木
馬集
出き二
、冊

后
毎以

-101-

輪
直
、
依

全会

裡
月古
一本
日
、校

基正
俊罵
家
乗き蓋
也白
、正

夫

俊
頼
・
基
俊
之
二
子
、
同
世

而
生
、
同
道
而
立
。
其
名
鳴

子
一
時
、
其
統
惇
子
高
古
、

可
謂
倭
歌
之
仙
失
、
今
合



二
集
、
為
全
書
、
珊
欲
有
助

観
覧
而
己
戊
寅
臓
月
七
日

藤
語
玄
誌

右
の
奥
書
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の

5
点
に
な
ろ
う
。

a 

ま
ず
「
仙
洞
新
本
」
を
謄
写
し
た
。

b 

次
に
「
禁
裡
古
本
」
で
校
正
を
し
た
。

C 

そ
の
後
『
基
俊
集
』
を
合
写
し
た
。
理
由
は
、
基
俊
が
俊
頼
と
同
時
代
に
あ
っ
て
、
同
じ
和
歌
の
道
で
名
を
鳴
ら
し
た
歌
仙
で
あ

ウ占ハU

る
か
ら
で
あ
る
。

d 

a
j
c
を
「
戊
寅
臓
月
七
日
」
か
ら
翌
年
正
月
一
日
ま
で
に
「
藤
謹
玄
」
が
行
っ
た
。

e 

こ
の
両
集
の
合
写
本
は
二
冊
本
の
形
態
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
奥
書
か
ら
、
現
存
は
し
な
い
も
の
の
、
同
奥
書
を
持
つ

『
基
俊
集
』
合
写
『
散
木
奇
歌
集
』
二
冊
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
関
根
氏
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
「
藤
語
玄
」
の
奥
書
が
落
ち
た

(
あ
る
い
は
意
図
的
に
落
と
し
た
)
写
本
が
作
成
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
伝
本
が
御
所
本
と
阿
波
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
で
は
こ
の
両
集
を
合
写
し
た
「
藤
語
玄
」
と
は
い
っ
た
い
誰
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
、
実
は
意
外
な
所
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
延
宝
九
年
(
一
六
八
一
)
徳
川
光
園
が
命
を
下
し
、
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
八
月
に
一
先
ず
の
完
成
を
見
た
『
本
朝
文
集
』

の
、
巻



第
八
十
の
藤
原
(
下
冷
泉
)
為
景
の
遺
文
中
に
「
散
木
奇
歌
集
践
」
と
し
て
右
奥
書
が
載
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

藤
原
為
景
は
慶
長
一
七
年
(
一
六
二
一
)
生
ま
れ
、
藤
原
慢
笥
を
父
と
す
る
。
は
じ
め
旧
所
領
「
細
河
」
「
小
野
」
の
首
尾
を
採
っ
て
細
野

を
名
告
る
。
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
五
月
七
日
、
後
水
尾
院
よ
り
廃
絶
し
て
い
た
下
冷
泉
家
再
興
の
勅
許
が
出
さ
れ
、
幕
命
に
よ
っ
て
為

景
が
下
冷
泉
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
慶
安
五
年
(
一
六
五
二
)
三
月
一
五
日
に
自
害
(
理
由
は
不
明
)
、
四
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
)
O

光
固
と
為
景
の
つ
な
が
り
は
、
正
保
三
年
(
一
六
四
六
)
春
、
光
園
が
書
籍
の
調
査
・
収
集
の
た
め
に
人
見
卜
幽
(
水
戸
藩
士
、
儒
学
者
、

一
五
九
九
j

一
六
七

O
)
を
上
京
さ
せ
た
折
、
卜
幽
と
為
景
と
が
相
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
光
園
編

纂
の
「
扶
桑
拾
葉
集
』
も
為
景
を
厚
遇
し
、
巻
三

O
に
都
合
二
一
の
辞
、
序
、
記
を
輯
録
す
る
(
中
に
は
「
報
源
光
園
詩
歌
序
」
を
含
む
)
。

下
冷
泉
家
の
再
興
も
、
光
聞
の
後
ろ
盾
に
よ
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

「
藤
語
玄
」
が
為
景
と
判
明
す
る
と
、
奥
書
が
記
さ
れ
た
「
戊
寅
臓
月
七
日
」
は
寛
永
一
五
年
(
一
六
三
八
)

一
二
月
七
日
と
確
定
で
き
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る
。
同
様
に
、
「
仙
洞
新
本
」
は
後
水
尾
院
の
も
と
に
あ
っ
た
『
散
木
奇
歌
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
寛
永
七
年
(
一
六
三
O
)

月
一

O
日
に
従
五
位
下
、
図
書
頭
と
な
る
が
、
「
系
図
纂
要
』

の
為
景
の
注
記
に
は
「
図
書
頭
、
仕
後
水
尾
帝
』
と
見
え
る
。
同
一
六
年

(
一
六
三
九
)

一
O
月
五
日
に
は
「
仙
洞
三
十
六
番
歌
合
」
に
加
わ
り
、
以
降
も
仙
洞
で
行
わ
れ
る
歌
会
(
詩
歌
会
)

へ
の
参
加
が
確
認
で
き

る
と
い
う
。
下
冷
泉
家
の
再
興
を
院
に
許
さ
れ
た
の
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

四

の
禁
裏
火
災
の
時
に
焼
亡
す
る
以
前
の
、
慶
安
二
年
(
一
六
四
九
)
当
時
の
禁
裏
文
庫
の
蔵
書
内
容
の
一
部
を

伝
え
る
目
録
に
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
が
あ
る
)
が
、
そ
の
末
尾
に
は
、
慶
安
三
年
1
四
年
に
か
け
て
目
録
の
作
成
に

万
治
四
年
(
一
六
六
一
)



あ
た
っ
た
と
目
さ
れ
る
者
た
ち
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
目
録
作
成
者
の
う
ち
の
「
字
書
之
奉
行
」
と
し
て
為
景
の
名
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
目
録
に
は
、
歌
書
、
物
語
、
日
記
、
随
筆
、
史
書
、
漢
籍
、
仏
典
と
い
っ
た
様
々
な
書
目
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
「
春
御
権
子
目
録
」
と

い
う
目
録
中
に
『
散
木
奇
歌
集
』
も
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

散
木
集

源
俊
頼
朝
臣

五
三E

ま
た
、
同
じ
く
万
治
四
年
以
前
の
禁
裏
文
庫
の
蔵
書
内
容
を
伝
え
る
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』
中
の
「
古
春
御
櫓
子
目
録
」
に
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も

散
木
集

源
俊
頼
朝
臣

二五
~ ~ ~ ~ 

散
木
奇
寄
集

と
、
『
散
木
奇
歌
集
』

の
書
名
を
確
認
で
き
る
。
図
書
頭
で
あ
り
、
か
つ
目
録
の
作
成
に
携
わ
っ
た
為
景
の
手
の
届
く
範
囲
に
は
、
『
散
木
奇

歌
集
』

の
伝
本
が
二
部
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

『
古
官
庫
歌
書
目
録
』
に
は
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
に
は
見
え
な
い
二
冊
本
の
『
散
木
奇
歌
集
』
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
後
者
の

目
録
が
作
成
さ
れ
た
後
、
新
た
に
禁
裏
に
収
め
ら
れ
た
典
籍
を
含
め
た
、
後
発
の
目
録
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』



に
は
「
古
春
御
槍
子
目
録
」
と
「
古
」
と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
」
に
二
冊
本
が
見
え
な
い
と
な
る
と
、
さ
ら
に
両
者
の

聞
に
も
「
春
御
櫓
子
目
録
」
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
か
。

そ
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
両
目
録
に
見
え
る
二
部
の
『
散
木
奇
歌
集
』

の
い
ず
れ
か
が
、
前
掲
為
景
の
奥
書
に
見
え
る
、
校
正
に
用
い

ら
れ
た
「
禁
裡
古
本
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
目
録
中
の
二
部
の
『
散
木
奇
歌
集
』

比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
か
)
O

の
う
ち
、
五
冊
本
を
「
禁
裡
古
本
」
に

為
景
が
書
写
し
た
『
散
木
奇
歌
集
』
(
『
基
俊
集
」
合
写
)

の
流
れ
を
汲
む
の
が
、
御
所
本
と
阿
波
本
で
あ
る
こ
と
は
前
節
に
お
い
て
述
べ

た
。
そ
し
て
両
本
に
は
、
祖
本
の
段
階
で
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
と
接
触
し
た
痕
跡
、
端
的
に
言
え
ば
校
合
(
校
正
)

の
跡
が
見
て
取
れ

る
こ
と
を
稿
者
前
稿
で
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
「
散
木
奇
歌
集
』
は
、
為
景
に
よ
る
前
掲
「
基
俊
集
』

の
奥
書
か
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ら
「
禁
裡
古
本
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
禁
裡
古
本
」
は
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』

の
転
写
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
が
前
述
の
と
お
り
禁
裏
本
と
同
じ
く
五
冊
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
そ
の
傍
証
と
な

ろ
う
。
な
お
、
資
経
本
そ
の
も
の
で
な
く
、
転
写
本
と
考
え
る
の
は
、
両
日
録
に
は
資
経
本
私
家
集
の
『
賜
恒
集
」
『
山
家
集
』
『
式
部
史
生

秋
篠
月
清
集
』
『
家
隆
卿
家
集
』
が
記
載
さ
て
い
て
、
そ
れ
ら
に
は
「
資
経
筆
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
散
木
奇
歌
集
』

の
場

合
に
は
そ
う
し
た
注
記
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
結
論
が
先
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
御
所
本
と
阿
波
本
に
祖
本
の
段
階
で
資
経
本
「
散
木
奇
歌
集
』
(
転
写
本
)
と
接
触
し
た
痕
跡

が
残
る
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
校
合
の
跡
を
確
認
で
き
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
稿
者
前
稿
の
再
説
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
簡
単
に
説
明
し

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
集
付
及
び
「
こ
と
い
う
合
点
が
御
所
本
、
阿
波
本
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
か
ら
移
写
さ
れ
て
い
る



こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
実
際
に
例
を
見
て
み
よ
う
。

資
経
本
の
系
統
で
あ
る
龍
門
文
庫
本
の
二
六
三
番
歌
1
二
六
五
番
歌
の
歌
順
と
二
六
三
番
歌
の
集
付
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
武
長
実
白
川
に
て
郭
公
を
よ
め
る

金

音
せ
ぬ
は
ま
っ
人
か
ら
か
郭
公
た
れ
を
し
へ
け
ん
か
す
な
ら
ぬ
み
を
(
二
六
一
二
)

続
古

な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て

ほ
と
、
き
す
な
く
う
れ
し
さ
を
つ
〉
め
と
も
袖
に
は
こ
ゑ
も
と
ま
ら
さ
り
け
り
(
二
六
五
)

左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
家
に
て
よ
め
る
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郭
公
こ
ゑ
ま
ち
か
ね
て
ゆ
ふ
け
と
ふ
み
ち
の
う
ら
に
も
こ
と
よ
き
も
の
を
(
一
工
ハ
四
)

二
六
三
番
歌
に
は
歌
頭
左
右
に
集
付
が
あ
っ
て
一
件
不
審
に
思
え
る
が
、
『
金
葉
集
』
(
三
奏
本
・
二
二
)
、
『
続
古
今
集
』
(
一
五
四
五
)
に

入
集
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
誤
り
で
は
な
い
。
さ
て
同
じ
箇
所
を
御
所
本
で
見
て
み
る
と
、
歌
順
は
二
六
三
番
歌
↓
二
六
四
番
歌
↓

二
六
五
番
歌
と
な
っ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
二
六
五
番
歌
を
二
六
三
番
歌
の
後
に
移
す
よ
う
に
移
行
符
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
こ
れ
は
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
(
転
写
本
)
と
校
合
し
、
集
付
を
移
写
し
た
際
に
、
歌
順
の
相
違
に
気
づ
き
移
行
さ
せ
る
よ
う
注
記

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

大
武
長
実
白
河
に
て
郭
公
を
よ
め
る



金即
効
と
せ
ぬ
は
待
人
か
ら
か
郭
公
た
れ
を
し
へ
け
む
か
す
な
ら
ぬ
身
を
(
二
六
二
一
)

左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
家
に
て
よ
め
る
」

郭
公
声
待
か
ね
て
ゆ
ふ
け
と
ふ
道
の
う
ら
に
も
こ
と
よ
き
物
を
(
二
六
四
)

な
ら
の
豆
町
合
に
人
に
か
は
り
て

郭
公
な
く
う
れ
し
さ
を
つ
、
め
と
も
袖
に
は
こ
ゑ
も
と
ま
ら
さ
り
け
り
(
二
六
五
)

阿
波
国
文
庫
で
は
、
歌
順
は
正
順
だ
が
、

大
武
長
実
白
河
に
て
郭
公
を
よ
め
る
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金

お
と
せ
ぬ
は
待
人
か
ら
か
郭
公
た
れ
を
し
へ
け
む
か
す
な
ら
ぬ
身
を
(
二
六
一
二
)

左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
家
に
て
よ
め
る
」

郭
公
声
待
か
ね
て
ゆ
ふ
け
と
ふ
道
の
う
ら
に
も
こ
と
よ
き
物
を
(
二
六
四
)

な
ら
の
寄
合
に
人
に
か
は
り
て

続
古郭
公
な
く
う
れ
し
さ
を
つ
、
め
と
も
袖
に
は
こ
ゑ
も
と
ま
ら
さ
り
け
り
(
二
六
五
)

と
「
続
古
今
集
』

の
集
付
の
み
を

『
続
古
今
集
』
入
集
歌
で
は
な
い
二
六
五
番
歌
に
移
動
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
阿
波
本
の
親

本
に
は
、
御
所
本
の
よ
う
に
移
行
符
が
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
符
号
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
汲
み
損
ね
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



さ
ら
に
集
付
に
関
し
て
言
え
ば
、
龍
門
文
庫
本
に
は
「
金
葉
集
』
か
ら
『
新
後
撰
集
』
ま
で
の
勅
撰
集
(
『
堀
河
百
首
』
も
一
首
あ
り
)
の

集
付
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
入
集
し
た
す
べ
て
歌
に
集
付
が
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
『
散
木
奇
歌
集
』
か
ら
『
金
葉
集
』
(
二
度

本

へ
は
三
五
首
が
入
集
す
る
が
、
そ
の
う
ち
二
四
首
分
だ
け
に
集
付
が
見
ら
れ
る
。
で
あ
り
な
が
ら
、
龍
門
文
庫
本
と
御
所
本
及
び
阿
波

本
と
の
集
付
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
先
の
二
六
三
番
歌
の
例
か
ら
し
て
前
者
の
集
付
を
後
者
へ
移
行
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
こ
の
合
点
に
つ
い
て
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
資
経
本
私
家
集
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
御
所
本
や
阿
波
本
本
来
の
も

の
で
は
な
い
こ
と
も
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。
御
所
本
で
同
合
点
が
極
端
に
少
な
い

(
前
々
節
ウ
参
照
)

の
も
、
本
来
の
も
の
で
は
な
い
と
す

れ
ば
、
納
得
が
い
く
。

ま
た
、
御
所
本
と
阿
波
本
に
付
さ
れ
た
異
本
注
記
か
ら
も
、
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
(
転
写
本
)
と
の
接
触
が
確
認
で
き
る
。

一
例
を
あ
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げ
て
お
こ
う
。
御
所
本
及
び
阿
波
本
の
三

O
六
番
歌
に
は
、

あ
は
れ
に
も
み
さ
ほ
に
も
ゆ
る
ほ
た
る
哉
こ
ゑ
た
て
つ
へ
き
此
世
と
思
へ
は

と
、
五
句
に
異
文
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
資
経
本
系
の
龍
門
文
庫
本
の
本
文
が
そ
れ
に
一
致
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
御
所
本
と
阿
波
本
と
に
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
(
転
写
本
)
と
の
接
触
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
為
景
の

「
校
正
」
の
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
一
度
為
景
が
行
っ
た
こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
寛
永
一
五
年
(
一
六
三
八
)

一
二
月
七
日
に
「
仙
洞
新
本
」
(
未
詳
)
を
謄
写

し
、
さ
ら
に
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
る
、
資
経
本
系
統
の
五
冊
本
『
散
木
奇
歌
集
」
で
校
合
を
行
っ
た
。

こ
れ
が
「
禁
裏
古
本
」
に
よ
る
「
校
正
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
、
集
付
、
「
こ
の
合
点
等
を
移
写
し
、
さ
ら
に
は
本
文
異
同
を
注

記
し
た
。
さ
ら
に
は
『
基
俊
集
』
を
合
写
し
、
そ
の
旨
を
記
す
奥
書
を
付
与
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



五

前
節
で
確
認
し
た
こ
と
に
、
少
し
く
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

平
林
盛
得
氏
や
田
島
公
氏
に
よ
っ
て
、
万
治
四
年
焼
失
本
の
う
ち
、
史
書
、
記
録
、
故
実
書
の
類
の
副
本
が
後
西
院
の
も
と
で
作
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
針
。
ま
た
、
久
保
木
秀
夫
氏
は
宮
内
庁
書
陵
部
御
所
本
の
私
家
集
の
中
に
、
同
様
に
後
西
院
周
辺
で
作
成

さ
れ
た
万
治
四
年
以
前
の
副
本
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
話
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
散
木
奇
歌
集
」
の
場
合
、
御
所
本

は
禁
裏
本
を
底
本
と
し
た
副
本
で
は
な
く
、
為
景
が
書
写
校
合
し
た
『
散
木
奇
歌
集
』
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
禁
裏
本
を
底
本
と
せ
ず
、
為
景
本

に
拠
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
点
は
全
く
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

ま
た
、
御
所
本
に
は
次
の
奥
書
が
朱
筆
で
移
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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仁
平
四
年
正
月
十
九
日
未
時
許
以
彼
家
自
筆
本
書
写
了

一
校
了

永
久
三
年
六
月
三
日
顕
輔
命
日
程
麦
制
培

意
尊

な
て
し
こ
の
も
と
に
、
ほ
へ
る
し
は
か
き
は
し
は
し
も
人
の
と
ま
ら
ぬ
は
な
し

俊
頼

か
き
ね
に
は
む
く
ら
も
は
ひ
て
し
け
か
ら
ん
す
こ
し
た
ち
の
け
や
ま
と
な
て
し
こ

如
此
舎
者
此
葎
寄
俊
頼
詠
欺
、
而
世
以
稽
意
尊
寄
、
又
不
入
散
木
集
、
又
清
輔
朝
臣
二
子
抄
意
尊
ト
注
了
、
甚
以
不
審
欺
、



世
人
又
多
者
稽
俊
頼
也
、
知
何
、
又
第
二
句
ハ
ム
ク
ラ
ノ
ツ
ユ
モ
云
々

賓
治
元
年
九
月
廿
七
日
於
讃
本
而
書
写
詑
、
此
本
者
故
顕
昭
法
橋
自
筆
云
々
、
片
仮
名
横
切
一
帖
厚
隻
帯
也
、
披
閲
之
間
依
有
煩
書
分

三
帖
了
、
彼
顕
昭
文
書
等
譲
与
弟
子
印
雅
、
々
々
同
宿
故
幸
清
法
印
房
修
正
局
之
時
、
印
雅
譲
幸
清
、
々
々
入
滅
之
後
故
超
清
法
印
惇
得
、

超
清
持
両
妻
之
問
、
彼
是
相
争
散
々
云
々
、
不
慮
之
外
停
借
件
本
書
写
了
、
但
日
々
無
鈴
暇
夜
々
廟
筆
功
偽
筆
跡
狼
籍
可
察
老
眼

右
奥
書
は
龍
門
文
庫
本
の
奥
書
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
」

の
本
奥
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
奥
書

に
は
「
右
之
奥
書
者
或
本
ニ
載
之
、
の
子
此
書
加
了
、
寛
文
十
七
十
九
」
と
い
う
識
語
が
あ
っ
て
、
寛
文
一

O
年
(
一
六
七

O
)
の
後
西
院

に
よ
る
書
入
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
万
治
四
年
(
一
六
六
こ
の
禁
裏
文
庫
焼
失
後
お
よ
そ
九
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
奥
書
は
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ど
こ
か
ら
移
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
禁
裏
本
の
う
ち
の
五
冊
本
(
こ
れ
は
資
経
本
系
統
で
あ
る
)
は
焼
失
を
免
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
(
龍
門
文
庫
本
の
よ
う
な
)
転
写
本
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
禁
裏
周
辺
に
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』

の
転
写
本

が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

ーJ-.

ノ¥

最
後
に
円
珠
庵
に
伝
わ
る
契
沖
筆
『
散
木
奇
歌
集
』
と
御
所
本
及
び
阿
波
本
の
関
係
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

契
沖
筆
本
は
平
津
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
同
本
は
八
巻
本
系
(
第
一
類
)

の
伝
本
で
、
巻
八
ま
で
が
契

沖
筆
で
、
巻
九
と
巻
一

O
が
別
筆
の
写
本
に
よ
っ
て
補
綴
さ
れ
て
い
る
。
契
沖
筆
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
平
津
氏
の
解
題
を
参
照
し
て
い
た



だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
補
綴
さ
れ
た
こ
巻
に
の
み
注
目
し
て
論
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
こ
の
両
巻
は
御
所
本
、
阿
波
本
と
同
系
統
の
本
、
す
な
わ
ち
為
景
本
の
系
統
の
伝
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

契
沖
筆
本
は
毎
半
葉
一
二
行
で
、
御
所
本
や
阿
波
本
の
二
二
行
と
比
べ
る
と
一
行
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
改
行
箇
所
が
、
特
に
巻
の
冒
頭

部
分
に
お
い
て
概
ね
一
致
す
る
。
ま
た
、
漢
字
・
仮
名
の
使
い
分
け
、
送
り
仮
名
の
有
無
、
仮
名
遣
い
の
一
致
度
も
高
い
。
試
み
に
巻
九
の

冒
頭
半
葉
分
を
次
に
翻
字
し
、
阿
波
本
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
た

(
契
沖
等
に
よ
る
朱
書
入
は
翻
字
除
く
)
。

散
木
奇
謂
集
第
九

雑
部
上

は
る
の
つ
か
さ
め
し
に
俊
重
か
式
部
↓
水
?
甲
け
る
申
文
に
そ
へ

て
頭
弁
重
資
の
も
と
へ
っ
か
は
し
け
る
(
わ
か
)

ひ
の
ひ
か
り
あ
ま
ね
き
空
の
け
し
き
に
も
我
身
ひ
と
つ
は
雲
か
く
れ
つ
、

こ
れ
を
御
ら
ん
し
て
周
防
内
侍
を
め
し
て
こ
れ
か
か
へ
し
せ
よ
と

イ
元

1

仰
ら
れ
け
れ
は
心
は
い
か
や
う
に
か
さ
も
さ
ふ
ら
ひ
ぬ
へ
き
さ

」

以

上

ま
に
や
/
し
さ
ふ
ら
う
へ
き
と
申
け
れ
は
さ
こ
そ
は
と
御
気
色

は

し

け

る

イ

あ
り
け
/
れ
は
つ
か
ま
つ
り
け
る

な
に
か
お
も
ふ
春
の
あ
ら
し
に
雲
は
れ
て
さ
や
け
き
影
そ
君
の
み
そ
み
ん

そ
の
た
ひ
な
り
け
る
と
そ



思
事
あ
り
け
る
こ
ろ
よ
め
る

(
※
こ
の
後
阿
波
本
も
う
一
行
あ
り
)

本
文
傍
ら
に
(

)
を
付
し
て
示
し
た
の
が
阿
波
本
の
本
文
で
あ
る
が
、
漢
字
・
仮
名
の
使
い
分
け
、
送
り
仮
名
の
有
無
、
仮
名
遣
い
の
違

い
で
異
な
る
の
は
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
ま
た
改
行
の
位
置
も
二
行
を
除
き
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
原
本
同
士
を
比
べ
て
み
る
と
明
ら
か
で

あ
る
が
、
字
様
も
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。

集
付
は
契
沖
本
補
綴
両
巻
に
は
二
二
首
に
付
す
と
こ
ろ
、
御
所
本
と
阿
波
本
は
一

O
首
で
あ
る
が
、
五
首
に
付
さ
れ
た
「
こ
の
合
点
(
こ

れ
は
本
来
資
経
本
の
も
の
)
は
一
致
す
る
。

一
方
、
御
所
本
や
阿
波
本
と
の
違
い
は
、
本
文
と
同
筆
の
墨
の
書
入
が
多
く
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
巻
九
、
一

O
の
両
巻
で
九
O
カ
所
以
上
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の
異
本
注
記
が
確
認
で
き
る
。
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
右
の
巻
九
冒
頭
の
一
二
四
四
番
歌
「
な
に
か
お
も
ふ
:
・
」
の
詞
書
に
は
、
翻
字
に
み
る
よ
う
に
脱
文
の
指
摘
と
、
「
つ
か
ま
つ
り
け

る
」
の
傍
ら
に
「
(
っ
か
)
は
し
け
る
イ
」
と
い
う
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
一
五
四
九
番
歌
を
例
と
し
て
あ
げ
よ
う
。

春
く
れ
は
た
な
ひ
く
煙
た
え
せ
す
と
き
く
の
は
な
に
の
く
さ
か
も
ゆ
ら
ん

と
五
句
日
に
異
本
注
記
が
見
ら
れ
る
。

も
う
一
例
、

一
五
九
九
番
の
連
歌
で
あ
る
が
、

み

ゆ

る

か

な

イ

す
み
と
り
の
す
み
も
と
ら
れ
て
ゐ
た
る
か
な

つ



ひ
も
を
こ
さ
れ
ぬ
ひ
を
け
の
つ
ら
に

と
、
上
の
句
の
三
句
目
に
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
例
示
し
た
異
同
で
あ
る
が
、
実
は
す
べ
て
龍
門
文
庫
本
の
本
文
に
一
致
す
る
。
の
み
な
ら
ず
約
九
O
箇
所
あ
る
異
本
注
記

の
大
半
が
龍
門
文
庫
本
の
本
文
、
す
な
わ
ち
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』

の
本
文
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
御
所
本
や
阿
波
本
に
も
資
経
本
『
散
木
奇
歌
集
』
(
転
写
本
)
が
伝
え
る
異
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
稿
者
前
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
全
巻
で
わ
ず
か
三
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
「
資
経
本
も
し
く
は
そ
の
転
写
本
の
、
御
所
本
と
阿
波
本

の
祖
本
の
本
文
へ
の
影
響
は
概
し
て
大
き
く
な
か
っ
た
」
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
に
は
修
正
が
必
要
な
よ
う
だ
。
む
し
ろ

為
景
が
「
輪
直
毎
」
に
校
正
し
た
と
奥
書
に
記
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
御
所
本
と
阿
波
本
の
異
本
注
記
の
少
な
さ
が
、

む
し
ろ
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
為
景
本
は
、
本
来
契
沖
筆
本
の
補
綴
両
巻
の
部
分
の
よ
う
に
「
禁
裏
古
本
」
す
な
わ
ち
資
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経
本
「
散
木
奇
歌
集
』
と
の
校
合
の
結
果
が
、
綿
密
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

契
沖
筆
本
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
。
別
の
機
会
を
設
け
て
、
さ
ら
に
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
『
散
木
奇
歌
集
』

の一

O
巻
本
系
統
の
善
本
で
あ
る
御
所
本
と
阿
波
本
と
、
八
巻
本
系
統
の
善
本
で
あ
る
龍
門
文
庫
本
と
が
、

江
戸
前
期
に
お
け
る
『
散
木
奇
歌
集
』
の
伝
本
の
生
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
『
古

官
庫
歌
書
目
録
』
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』

の
両
目
録
に
記
載
さ
れ
た
『
散
木
奇
歌
集
』
二
部
が
現
存
せ
ず
、
あ
る
い
は
副
本
も
作
成
さ
れ
な

か
っ
た
事
実
を
ふ
ま
え
る
と
、
為
景
の
『
散
木
奇
歌
集
」

の
伝
来
に
果
た
し
た
役
割
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
示



し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

(
自
撰
本
系
統
『
基
俊
集
』

の
現
存
伝
本
が
為
景
が
『
散
木
奇
歌
集
』
に
合
写
し
た
『
基
俊
集
』
か
ら
派

生
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
『
基
俊
集
』

の
伝
来
に
寄
与
し
た
点
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
)
。

さ
ら
に
、
平
淳
氏
の
論
ず
る
よ
う
に
契
沖
筆
本
が
江
戸
中
期
以
降
の

『
散
木
奇
歌
集
』

の
流
布
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、

為
景
本
『
散
木
奇
歌
集
』
を
検
討
す
る
上
で
も
、
契
沖
筆
本
は
重
要
な
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
、
十
分
な
考
察
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
確

認
す
る
こ
と
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注(
1
)
 
平
津
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
(
こ

1
(
二
)
」
(
斯
道
文
庫
論
集
第
二
十
三
、
二
十
七
輯
・
昭
和
六
三
年
三
月
、
平
成
五
年
三
月
)
所
掲

の
三
四
の
伝
本
の
他
に
、
次
の
諸
本
が
確
認
で
き
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
(
藤
原
定
家
他
筆
、
一
帖
)
、
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
甲
本

(
N
E
ニ
h
F
U
¥

凶
・
三
冊
)
、
同
乙
本

(
N
E
ニ
h
E

¥
い
・
三
冊
)
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
蔵
本

(
N
S
¥
回
∞
∞
¥
お
∞
、
三
冊
)
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本

(2H・5
全
国
、
抄
出
本
、

『
抄
書
〈
歌
集
部
〉
』
の
内
)
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
(
文
庫
包
門
日

csc-中
野
幸
一
氏
旧
蔵
本
、
一
冊
)
、
関
西
大
学
岩
崎
文
庫
蔵

本
(
沼
「
出
∞
・
安
永
八
年
小
沢
草
庵
本
写
、
三
冊
)
、
熊
本
大
学
北
岡
文
庫
蔵
本
(
∞
¥
い
山
¥
∞
?
一
冊
)
、
甲
南
女
子
大
学
蔵
本

(
N
2
ご
¥

忠
之
ご
ω、
二
冊
)
、
大
阪
天
満
宮
蔵
本
(
ま
¥
ど
・
四
冊
)
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
(
サ
N
¥

法
・
存
春
部
、
群
書
類
従
写
、
一

冊
)
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
(
サ
N

ニ
ロ
・
三
冊
)
、
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
(
同
∞
¥
C
怠
・
三
冊
)
、
富
山
市
立
図
書

館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
本

2
0
2
、
存
巻
一

l
八
、
一
冊
)
、
石
川
県
立
図
書
館
川
口
文
庫
蔵
本
(
君
主
ご
・
存
一

j
五
、
一
冊
)
、
篠
山

市
青
山
会
文
庫
蔵
本
(
二
冊
)
、
甲
賀
市
水
口
図
書
館
蔵
本
(
三
冊
)
、
盛
岡
市
公
民
館
本
(
和

2
吋
∞
・
蔵
南
部
家
旧
蔵
本
、
群
書
類
従
写
、

三
冊
)
、
岩
手
県
立
図
書
館
本
(
黒
川
盛
隆
筆
本
、
新
。
。
甲
¥
関
同
・
一
冊
)
。

(
2
)

関
根
慶
子
・
大
井
洋
子
『
阿
波
本
散
木
奇
歌
集
本
文
校
異
篇
』
(
昭
和
五
四
年
七
月
・
風
間
書
房
)
。

(
3
)
安
貞
二
年
(
一
一
一
一
一
八
)
写
。
影
印
に
『
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
叢
書
散
木
奇
歌
集
』
(
川
村
晃
生
解
題
・
平
成
五
年
四
月
・
朝
日
新
聞
社
)
が
あ
る
。
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な
お
、
同
本
は
釈
教
部
に
一

O
O首
の
欠
脱
が
推
測
さ
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
善
本
と
は
言
い
が
た
い
。

(
4
)
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
草
稿
本
的
性
格
を
有
す
る
と
は
言
え
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
所
載
の
俊
頼
歌
が
と
同
系
統
の
伝
本
か
ら
の
引
用
と
考

え
ら
れ
る
等
、
同
系
統
の
伝
本
が
一
定
程
度
の
流
布
を
み
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
夫
木
和
歌
抄
所
引
の
俊
頼
朝
臣
家
集

に
つ
い
て
|
|
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
散
木
奇
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
喜
文
研
究
』
第
七

O
号
・
平
成
八
年
三
月
)
に
お
い
て
論

じ
た
。

(
5
)
関
根
慶
子
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』
(
昭
和
二
七
年
一

O
月
・
明
治
図
書
出
版
)
及
び
『
中
古
私
家
集
の
研
究
』
「
第
四
部
散
木
奇

歌
集
の
研
究
」
(
昭
和
四
二
年
三
月
・
風
間
書
房
)
に
よ
る
。

(
6
)
注

(
1
)
の
平
淳
氏
の
論
に
よ
る
。
概
ね
第
一
類
1
第
三
類
が
関
根
分
類
の
大
野
広
城
本
系
に
、
第
四
類
が
群
書
類
従
本
系
に
相
当
す
る
。

(
7
)
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
甲
本
、
乙
本
は
親
子
本
か
、
も
し
く
は
姉
妹
本
の
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
煩
を
避
け
る
た
め
に
、
両
者

を
龍
門
文
庫
本
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
本
文
の
引
用
に
は
書
写
年
代
が
若
干
古
い
甲
本
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

(
8
)
拙
稿
「
財
団
法
人
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
散
木
奇
歌
集
』
に
つ
い
て
」
(
『
国
文
鶴
見
』
第
四
一
号
・
平
成
一
九
年
三
月
、
以
下
本
稿
で
は
「
稿
者
前
稿
」

と
呼
ぶ
)
及
ぴ
「
財
団
法
人
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
散
木
奇
歌
集
』
翻
刻
」
(
鶴
見
大
学
紀
要
〈
第
一
部
国
語
・
国
文
編
〉
』
第
四
三
号
・
平
成

一
九
年
三
月
、
龍
門
文
庫
本
甲
本
を
底
本
と
し
、
同
蔵
乙
本
を
対
校
本
に
用
い
て
い
る
)
。
龍
門
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
『
龍
門
文
庫
善
本
目
録
』

(
川
瀬
一
馬
編
)
に
載
録
紹
介
さ
れ
た
後
、
両
本
を
調
査
し
た
関
根
氏
が
注

(
5
)
『
中
古
私
家
集
の
研
究
』
に
お
い
て
、
そ
の
奥
書
か
ら
俊

頼
自
筆
本
、
顕
昭
本
に
発
す
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
指
摘
し
、
大
野
広
城
本
系
に
分
類
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
の
報
告
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

(
9
)
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
現
存
す
る
三
八
集
三
九
帖
以
外
に
も
以
下
の
と
お
り
資
経
本
私
家
集
の
存
在
が
直
接
、
間
接
確
認
で
き
る
。
詳
細
は

注

(
8
)
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
千
穎
集
』
(
尊
経
閤
文
庫
蔵
)
/
『
高
光
集
』
(
『
八
木
書
庖
古
書
目
録
』
平
成
五
年
二
月
)
/
古
筆
切
『
兼
盛
集
」
『
義
孝
集
』
『
実
頼
集
』
『
為

頼
集
』
/
『
賜
恒
集
』
『
山
家
集
』
『
式
部
史
生
秋
篠
月
清
集
』
『
家
隆
卿
家
集
』
(
大
東
急
記
念
文
庫
『
林
一
万
裡
御
蔵
書
目
録
』
、
東
山
御
文

庫
蔵
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』
)
/
『
小
野
小
町
集
』
(
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
承
空
本
『
小
野
小
町
集
』
奥
書
)
/
『
貫
之
集
』
上
巻
『
如

願
法
師
集
』
下
巻
(
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
そ
れ
ぞ
れ
下
巻
、
上
中
巻
が
伝
存
す
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
)

(ω)
資
経
の
署
名
部
分
は
花
押
と
同
化
し
て
お
り
、
や
や
読
み
に
く
い
。
早
く
同
本
の
調
査
を
さ
れ
た
関
根
氏
も
判
読
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、

注

(
5
)
『
中
古
私
家
集
の
研
究
』
で
は
「
こ
の
竜
門
本
は
永
仁
十
一
年
二
十
日
に
第
四
巻
(
?
)
を
書
終
え
た
本
を
原
本
を
想
像
さ
れ
る
」



と
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
か
巻
六
末
の
奥
書
の
指
摘
が
な
い
。
な
お
、
「
表
紙
云
」
と
表
紙
に
奥
書
が
記
さ
れ
て
い

た
と
い
う
点
が
や
や
奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
経
本
私
家
集
の
奥
書
は
実
際
に
後
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
(
『
源
重
之
集
』
『
朝

光
集
』
を
除
く
)
。

(
日
)
本
論
と
の
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
文
化
一
一
年
(
一
八
一
四
)
京
・
文
台
屋
太
兵
衛
等
刊
「
六
候
家
二
代
和
歌
集
』
(
判
紙
本
。
袋
綴
・
二

冊
。
前
波
黙
軒
編
。
文
化
一

O
年
清
水
浜
臣
及
び
西
村
貞
尭
〔
静
巷
〕
序
。
文
化
一

O
年
黙
軒
蹴
)
の
下
冊
「
藤
原
清
輔
朝
臣
家
集
」
(
上
冊

は
「
左
京
大
夫
顕
輔
卿
家
集
」
)
に
は
同
様
に
「
こ
と
い
う
合
点
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
さ
れ
、
底
本
は
資
経
本
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
資
経
本
『
清
輔
集
』
の
存
在
は
他
の
資
料
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

(
ロ
)
他
に
村
上
家
蔵
本
が
五
冊
本
で
あ
る
が
、
巻
一

'
j
巻
四
が
江
戸
中
期
の
写
本
、
巻
五
j
巻
一

O
が
江
戸
後
期
の
写
本
の
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
、

な
お
か
つ
巻
末
に
江
戸
後
期
写
の
顕
昭
註
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
福
田
秀
一
氏
は
「
六
旬
有
鈴
翁
」
を
藤
原
知
家
と
推
測
す
る
(
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
第
一
章
「
鎌
倉
中
期
の
反
御
子
左
派
」
「
歌
書
の
書
写
・

校
訂
及
び
貸
借
・
相
伝
」
・
昭
和
四
七
年
三
月
・
角
川
書
庖
)
。

(
凶
)
注

(
2
)
関
根
氏
『
阿
波
本
散
木
奇
歌
集
本
文
校
異
篇
』
「
阿
波
国
文
庫
本
に
つ
い
て
」
及
び
注

(
1
)
平
津
氏
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
合
乙
」

参
照
。

(
日
)
『
私
家
集
大
成
中
古
E
』
「
解
題
」
(
昭
和
五

O
年
五
月
・
明
治
書
院
)
、
『
基
俊
集
全
釈
』
「
解
題
」
(
私
家
集
全
釈
叢
書
5
・
蹟
型
心
一
一
年
二
一
月
・

風
間
書
院
)
を
参
照
。
前
者
で
は
自
撰
本
系
統
、
他
撰
本
系
統
、
中
古
六
歌
仙
本
と
い
う
名
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
単
に
一
類
本
j
三
類
本
と
す
る
。

ま
た
後
者
で
は
、
後
掲
の
谷
森
本
、
黒
川
文
庫
本
を
自
撰
本
系
統
の
群
書
類
従
本
系
の
伝
本
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
系

に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
両
解
題
に
は
「
藤
語
玄
」
の
奥
書
へ
の
言
及
が
な
い
。

(
凶
)
他
に
『
竹
柏
園
蔵
書
士
山
』
所
載
「
散
木
集
脱
漏
」
が
あ
る
(
現
在
の
所
在
は
未
確
認
)
。

(
げ
)
為
景
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
市
古
夏
生
氏
「
冷
泉
為
景
と
そ
の
周
辺
」
(
近
世
文
芸
却
・
昭
和
五
四
年
三
月
)
と
同
氏
「
冷
泉
為
景
年
譜
稿
(
上
)
」

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
“
・
平
成
五
年
三
月
)
に
詳
し
い
。
以
下
、
本
稿
中
の
為
景
の
経
歴
に
関
し
て
は
市
古
氏
の
両
論
に
全

般
的
に
拠
っ
て
い
る
。

(
同
)
福
田
秀
一
氏
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
禁
裡
御
蔵
書
目
録
」
に
つ
い
て
」
(
『
か
が
み
』
第
六
号
、
昭
和
三
六
年
八
月
、
後
に
『
日
本
文
学
遺
造
』
〈
平

成
一
九
年
月
・
新
典
社
〉
に
載
録
)
に
拠
る
。
同
目
録
の
引
用
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
書
第
十
二
巻
『
書
目
集
』
(
昭
和
五
二
年
一
一
一
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月
・
汲
古
書
院
)
に
拠
る
。

(ω)
田
島
公
氏
「
近
世
禁
裏
文
庫
の
変
遷
と
蔵
書
目
録
東
山
御
文
庫
本
の
史
料
学
的
・
目
録
学
的
研
究
の
た
め
に
」
(
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
第

一
輯
』
・
平
成
一
五
年
二
月
・
思
文
閤
出
版
)
に
拠
る
。
ま
た
、
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』
の
引
用
は
久
保
木
秀
夫
氏
「
万
治
四

年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性

l
l
書
陵
部
御
所
本
私
家
集
に
基
づ
く
|
|
」
(
平
成
二
一
年
三
月
「
禁
裏
本
と
古
典
学
』
塙
書
房
)
の
翻

刻
を
利
用
し
た
。

(
加
)
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』
「
古
春
御
櫓
子
目
録
」
中
の
今
一
部
の
『
散
木
奇
歌
集
』
は
二
冊
本
で
為
景
の
言
う
「
仙
洞
新
本
」
に

比
定
し
た
く
な
る
が
、
同
目
録
は
あ
く
ま
で
も
禁
裏
文
庫
の
目
録
で
あ
る
の
で
、
ま
た
別
に
、
お
そ
ら
く
は
後
水
尾
院
の
許
に
も
二
冊
本
の

『
散
木
奇
歌
集
』
あ
っ
た
と
想
定
し
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
禁
裏
二
冊
本
を
新
た
に
写
し
た
本
(
副

本
の
作
成
か
)
が
「
仙
洞
新
本
」
と
も
考
え
た
く
な
る
。

(
幻
)
注

(ω)
田
島
氏
の
論
に
拠
る
。
平
林
盛
得
氏
の
論
は
「
後
西
天
皇
集
書
の
周
辺
」
(
岩
倉
規
夫
・
大
久
保
利
謙
編
『
近
代
文
書
学
へ
の
展
開
』

所
収
・
昭
和
五
七
年
六
月
・
柏
書
房
)
に
拠
る
。

(
刀
)
注
(
ゆ
)
久
保
木
氏
の
論
を
参
照
。

(
お
)
『
園
書
寮
典
籍
解
題
』
及
ぴ
『
古
典
研
究
会
叢
書
私
家
集

(
M
)
注

(
1
)
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
(
一
)
」
参
照
。

集
抄
一
二
』
(
昭
和
四
九
年
・
古
典
研
究
会
)

の
伊
地
知
鉄
男
氏
の
解
題
に
拠
る
。

-117-


